
JAところ

～北海道550万人と共に創る「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」～
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～玉葱の選別をする片岡涼太さん～
（紹介は12ページ）
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常呂町生食加工馬鈴薯
生産組合（関根隆博組
合長）組合員 19 人が
出席（８月14日開催）

常呂町種馬鈴薯生産組
合（植松孝雄組合長）
組合員５人が出席

（８月26日開催）

常呂町にんにく耕作者
部会（山内英之部会長）
部会員10人が出席

（８月９日開催）

常呂町加工馬鈴薯生産
組合（内藤靖彦組合長）
組合員34人が出席

（８月20日開催）

安定した出荷を
目指して…

サイズや
品質を再確認

出荷協議会を開催

目慣らし会を開催

常呂町玉葱振興会
（清井兼太郎会長）
会員42人が出席

（７月25日開催）
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JAグループ北海道「防災の日」
　近年、異常気象に伴う自然災害が全国・全道各地で頻発しています。常呂自治区でも農業被害
（平成28年８月の３連続台風、平成30年９月の胆振東部地震・大規模停電など）が発生しており、
大災害を風化させることなく予測不能な災害への備えが必要です。

毎年9月6日は
JAグループ北海道

9月１日から６日は
ＪＡグループ北海道防災期間

点検日　　年　　月　　日済

｢防災の日｣

□防災対策の取組み例
　１）命を守るための備え
　　「ハザードマップの確認」
　　「避難場所・避難経路の確認」
　　「非常食等の確認」 　　　　　など　
　２）営農継続のための備え
　　・搾乳作業など災害時の作業体制の確認
　　・倉庫やビニールハウスなど農業施設の
　　　損壊に備えた保護・補強
　　・排水溝などの定期点検、圃場等の排水
　　　対策の実施
　　・自家発電機の一斉点検（動作確認）、
　　　発電機への切替手順の確認

藤吉　陽さん（岐阜）

守屋　徹さん（富丘）
オペレーター  森澤佑紀さん

秋小麦

農作業P h o t o s

販売課の佐々木毅彦係長と横山会長（左から）

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
定

め
た
「
防
災
の
日
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
８
月
下
旬
か
ら
販
売
課
と
営
農
企

画
課
の
職
員
が
酪
農
家
を
訪
問
し
、
断

水
時
の
牛
へ
給
水
・
搾
乳
時
の
給
水
手

配
、
停
電
時
に
備
え
発
電
機
や
タ
ン
ク

の
所
有
状
況
に
つ
い
て
、
改
め
て
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し

た
。常

呂
町
酪
農
振
興
会
の
横
山
弘
行
会

長
は
「
日
頃
か
ら
停
電
や
断
水
に
対
す

る
備
え
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。 不

測
の
事
態
に

備
え
た
対
応
を
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Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
例
年
よ
り
早
い
７
月
27
日
か
ら
、
小
麦
乾

燥
調
製
貯
蔵
施
設
で
令
和
６
年
産
の
秋
小
麦
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
た
小
麦
は
、
一
部
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
採
取
し
、

タ
ン
パ
ク
質
・
水
分
を
測
定
し
乾
燥
し
た
後
、
検
査
員
に
よ

る
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

８
月
８
日
に
は
一
般
社
団
法
人
北
海
道
農
産
協
会
に
よ
る

農
産
物
検
査
を
受
け
、
地
区
統
括
検
査
員
の
西
川
博
則
統
括

か
ら
令
和
６
年
産
の
品
質
・
成
分
に
つ
い
て
評
価
を
受
け
、

10
月
上
旬
を
目
標
に
調
整
、
入
庫
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
８
月
10
日
の
春
よ
恋
の
受
け
入
れ
で
令
和
６
年
産
受

け
入
れ
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
８
月
６
日
か
ら
、
青
果
事
務
所
で
ホ
ワ
イ

ト
種
に
ん
に
く
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
種
に
ん
に
く
は
製
薬
会
社
と
の
契
約
栽
培
で
あ

り
、
随
時
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
こ
ろ
ピ
ン
ク
に
ん
に
く
は
８
月
21
日
か
ら
受
け

入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
規
格
選
別
作
業
は
８
月
26
日
か
ら
行
い
、
全
国

の
市
場
へ
出
荷
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
町
内
で
の
販

売
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
Ａ
Ｇ
呂
様
で
９
月
９
日
か

ら
販
売
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
産
共
計
玉
葱
の
選
果
作
業
が
玉
葱
選
果
施
設
で

始
ま
り
ま
し
た
。
８
月
３
日
か
ら
盆
前
販
売
の
た
め
に
一
部

の
選
果
を
開
始
し
、
21
日
か
ら
本
操
業
と
な
り
ま
し
た
。

本
操
業
に
あ
た
り
、
当
Ｊ
Ａ
の
川
上
和
則
組
合
長
、
常
呂

町
玉
葱
振
興
会
の
清
井
兼
太
郎
会
長
、
北
見
通
運
㈱
の
舛
川

実
副
社
長
が
出
席
し
、
選
果
場
関
係
者
に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

選
果
作
業
は
来
年
の
４
月
中
旬
頃
ま
で
行
わ
れ
、
選
果
従

業
員
に
よ
る
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
後
、
全
国
各
地
の

市
場
な
ど
を
通
じ
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
食
卓
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

に
ん
に
く
の
受
入
開
始

麦
乾
工
場
で

小
麦
の
受
入
開
始

玉
葱
選
別
工
場
操
業
開
始

（上）出荷に訪れた岐阜地区の米山東
あさひ

亜さん
（下）出荷を待つ組合員の皆さん

出荷に向けて丁寧に選別しています

出荷に訪れた共立地区の羽石規靖さん（左）

川上組合長

清井会長
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聖
徳
太
子
奉
賛
会
（
川
上
和
則

会
長
）
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
聖

徳
太
子
祭
を
、
８
月
１
日
に
豊
川

の
高
徳
寺
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
は
、
治
水
や
築
堤
の

技
術
を
広
め
ら
れ
た
歴
史
上
の
偉

人
で
あ
り
、
今
な
お
全
国
各
地
で
、

そ
の
偉
業
を
称
え
る
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
催
し

が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
呂
川
の

治
水
工
事
は
、

大
正
10
年
８

月
１
日
に
新

水
路
掘
削
、

築
堤
、
護
岸

工
事
の
起
工

式
が
行
わ
れ
、

工
事
が
安
全

に
１
日
も
早

く
完
成
す
る

こ
と
を
願
っ

て
工
事
関
係

者
と
下
常
呂

原
野
に
入
植

し
て
い
た
住

民
が
、
治
水

工
事
の
祖
と

言
わ
れ
る
聖

徳
太
子
の
徳

を
偲
び
、
聖

徳
太
子
碑
を

共
立
川
東
の

小
高
い
丘
に
建
て
、
治
水
工
事
が

完
成
し
た
昭
和
７
年
に
は
当
時
、

富
丘
に
あ
っ
た
高
徳
寺
に
こ
の
碑

は
移
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
46
年
に

は
高
徳
寺
が
豊
川
に
移
転
し
た
の

に
伴
っ
て
聖
徳
太
子
碑
も
移
さ
れ

ま
し
た
。

聖
徳
太
子
祭
は
、
聖
徳
太
子
を

讃
え
、
感
謝
を
捧
げ
、
開
拓
当
時

の
苦
難
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も

に
、
堤
防
の
守
護
と
安
全
を
祈
願

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
８
月
１

日
に
高
徳
寺
に
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
ま
で
一
度
も
中
止
さ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
先
人
か
ら
引
き
継

が
れ
て
い
る
祭
り
で
あ
り
ま
す
。

当
日
は
奉
賛
会
の
役
員
や
関

係
者
一
同
が
、
今
後
の
堤
防
の
安

全
を
願
い
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ
は
７
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
川
東
牧
場
に
あ
る
獣
魂
碑
前
で
相
馬

神
社
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
前
年
同
様
、
麦
の
収
穫
作
業
が
例
年
よ
り
大
幅
に
前
倒
し
と
な

り
、
忙
し
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
酪
農
家
な

ど
の
関
係
者
17
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
相
馬
神
社
祭
は
常
呂
町
内
を
一
望
で
き
る
Ｊ
Ａ
牧
場
内
で
、
日
頃

の
営
農
や
食
文
化
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
く
れ
た
家
畜
に
対
し
、
鎮
魂
と

感
謝
の
意
を
込
め
て
供
養
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
出

席
者
は
一
人
ひ
と
り
玉
串
を
捧

げ
、
家
畜
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

酪農振興会の横山弘行会長 牛乳で献杯しました

聖徳太子碑に奉賛する出席者の皆さん

挨拶をする江田哲副組合長

家
畜
へ
の
鎮
魂
と
感
謝
の
意
を
込
め
て

～
相
馬
神
社
祭
～

挨拶をする
川上組合長
















